
市町村名  浦添市  単位民児協名 浦添市第五民生委員児童委員協議会

会長名  新垣  和歌子  副会長名  大見  勝  

連  絡  先  

〒901-2103   

 浦添市仲間 1-10-7   浦添市社会福祉センター内  2 階  

ＴＥＬ   098-877-8278           FAX 098-877-8278 

地区人口  14，442 人  地区世帯数  6 ,280 世帯 高齢化率  20％  

小学校数  1 中学校数  1 幼稚園数 1 こども園数 0 保育所数 10 

民生委員・児童委員定数  16 名  主任児童委員定数  2 名  

部会・委員会  
広報委員会  主任児童委員会  児童福祉部会  

会部祉福人老

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時 開催日毎月第 2 火曜日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）  

【地域の状況】  

 浦添市の東方に位置している浦西中学校区は、歴史と伝統行事が引き継がれている古い自治  

会と新興住宅地の自治会が混在してますが、協力しながら地域を盛り上げています。 

 そして、大型商業施設のオープンや近隣の浦西駅に沖縄都市モノレールの開通などにより、新店

舗やマンション・アパートなどが増え、世帯の数も多くなり子供たちの数も増えてます。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

高齢者や障がい者で支援が必要な世帯や独居高齢者調査及び日頃の見守り活動で気になっ 

た世帯については、地域支援会議などで情報を共有し、訪問や声掛け活動を行っています。 

そして、CSW や地域包括支援センター等の専門機関に情報を提供し、必要な支援に繋げてます。 

 児童等については、小・中学校のあいさつ運動や環境美化活動・夜間街頭指導等を通して子ど

もたちの見守り活動をおこなっています。 

 又、校区のコミュニテイづくり推進委員会で設置された「子ども支援部会」や「大人支援部会」にも

参加し、２１の団体と共に支援活動を行っています。 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．定例会の充実  

２．民生委員担い手確保（人員増加による一人当たりの担当世帯数の低減）  

３．関係機関との情報共有   

                             令和４年９月３０日現在

令和４年９月３０日現在

会合連員委童児員委生民市覇那名協児民村町市

会長名  眞榮城  嘉政  副会長名  長堂  和男、仲村渠  忠一、宮良  吉雄、上原  勉  

連  絡  先  

〒９０１－０１５５  

那覇市金城３丁目５番地の４   那覇市総合福祉センター２階  

ＴＥＬ  ０９８－８５８－５１６６      FAX ０９８－８５８－５１６９  

地区人口  317 ,041 人  地区世帯数  157 ,911 世帯  高齢化率  24.2％  

小学校数  36 中学校数  17 幼稚園数  5 こども園数 61 保育所数  172

民生委員・児童委員定数  ４６６名  主任児童委員定数  ３６名  

部会・委員会  
広報部会  児童福祉部会  地域福祉部会  

会員委画企

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（事務局規程､部会設置規程､表彰規程等あり）

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第３水曜日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）  

【地域の状況】  

那覇市は､那覇市・首里市・真和志市・小禄村の編入合併により誕生し、沖縄県の県都として人

口３２万人を有する政治・経済・文化の中心地です｡市内には、１５１の自治会・１８か所の包括支

援センター・１２６か所のふれあいデイサービス・６３か所の子どもの居場所があり、行政、市社協、

自治会等と連携し誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進しています。 

また２０１３年４月１日には中核市へと移行し、委員の委嘱に関する権限や委員の指導訓練を行

う事務等を県知事から那覇市長へ移譲されました。 

２０２２年４月１日、単位民児協区域を小学校区で再編し、１６民児協から１８民児協へ増設。委

員定数５０２名（内、主任児童委員３６名）となり一人当たりの担当世帯数は若干軽減されたが、充

足率は７０．９％となり大きな課題を残している。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

《広報誌の全戸配布》市内全域を対象に実施することで民生委員の周知活動や担当区域を把握  

《デジタル化研修》オンライン、動画配信、ZOOM 研修等に対応できる初心者向けの研修を実施  

《児童部会研修》「児童虐待について」の講話、「寄り添い支援員１７名」とワークショップ研修を通

し関係機関と情報を共有することで児童福祉の課題を改めて認識、支援の仕方を考える 

《ＳＤＧｓ研修》ＳＤＧｓと民生委員児童委員活動とを紐づけ今後の福祉サービスの向上に努める 

《要支援者名簿の活用》「那覇市避難行動要支援者名簿」を活用し高齢者、要介護、障がい者、

難病、世帯の情報を提供し事前に把握し訪問することで今後の見守り活動や支援へとつなげる 

【市町村民児協版  活動強化方策】  

１． 民生委員・児童委員活動の環境整備に取り組みます 

① 広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます 

② 民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

③ 行政と連携し欠員対策に取り組みます 

２．「地域版活動強化方策」の策定に取り組みます 

３．行政・社協・自治会及び関係機関と連帯し地域力を高め誰もが安心して暮らせるまちづくりを

推進します 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 仲松 常弘 副 会 長 名 石川 幸代、喜納 政博 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ  098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，０６９人 地区世帯数 ９，８２７世帯 高齢化率 ２３．２％ 

小学校数 ２ 中学校数 １ 幼稚園数 ０ こども園数 ４ 保育所数 ９ 

民生委員・児童委員定数 ２５ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部会・委員会 広報部会 児童福祉部会 地域福祉部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第１木曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】  

 那覇市の北西部に位置しており、国道 58 号と浦添市との市境、海に囲まれた地域です。公的社会教育施設

等は乏しく、地域学校連携施設や自治公民館が点在する。また、海抜が低く津波や高潮などの災害時におけ

る避難の仕方など、大災害に備えた対策も必要である。令和４年４月１日には小学校区での区割りの再編が行

われ、２小学校（安謝小学校・曙小学校）１中学校（安岡中学校）を担当することになった。 

高齢者が多く住民同士のつながりが希薄で外国人もいる、オートロックのマンション等も増えており交通量も

多い。「地域住民との密接な関係性を築くこと」「困っている人の見落としや手が届かない事態をさけるため欠

員を補充すること」が課題となっている。そのため那覇第一民児協の活動紹介や民生委員としての活動内容を

地域の方全員へ周知できるように広報誌を発行していきたい。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

高齢者の居場所（ふれあいデイサービス等）へ参加協力し現況の確認をしている 

「避難行動要支援者名簿」を活用し高齢者、要介護、障がい者等の情報を把握し見守り活動へ繋げる 

地域見守り交流事業では高齢者を中心に１３０世帯へティッシュやごみ袋といった日用品、非常用レトルト 

食品を配付し声掛け訪問を行った 

公民館やまちづくり協議会が主催する防災訓練への参加 

日帰り研修や施設研修などで自己啓発に努めている 

那覇市民生委員児童委員広報誌全戸配布 

(一人当たり３５０世帯) 

コロナ禍で学校行事への参加が制限される中でも、 

朝の立哨活動を通し、子供たちの見守りを行っている 

子どもの居場所（子ども食堂、放課後学習支援）や 

移動式屋台型公民館の「パーラー公民館」への参加協力 

曙小学校まちづくり協議会において「寺子屋」開催。 

週２回民生委員がボランティアを行っている 

令和４年度 デジタル化に向けての端末基本操作、 

スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域の繋がり地域力を高めるために自治会・町内活動と民生委員活動との連携強化 

  「一声運動」「あいさつ運動」などを通した繋がりの強化、住民同士が支える仕組みづくりの協力 

２．児童委員、主任児童委員が日ごろから学校行事に参加し、「身近な大人」「人生の先輩・子育ての先輩」とし

ての関係づくり 

令和４年９月３０日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 仲松 常弘 副 会 長 名 石川 幸代、喜納 政博 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ  098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，０６９人 地区世帯数 ９，８２７世帯 高齢化率 ２３．２％ 

小学校数 ２ 中学校数 １ 幼稚園数 ０ こども園数 ４ 保育所数 ９ 

民生委員・児童委員定数 ２５ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部会・委員会 広報部会 児童福祉部会 地域福祉部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第１木曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】  

 那覇市の北西部に位置しており、国道 58 号と浦添市との市境、海に囲まれた地域です。公的社会教育施設

等は乏しく、地域学校連携施設や自治公民館が点在する。また、海抜が低く津波や高潮などの災害時におけ

る避難の仕方など、大災害に備えた対策も必要である。令和４年４月１日には小学校区での区割りの再編が行

われ、２小学校（安謝小学校・曙小学校）１中学校（安岡中学校）を担当することになった。 

高齢者が多く住民同士のつながりが希薄で外国人もいる、オートロックのマンション等も増えており交通量も

多い。「地域住民との密接な関係性を築くこと」「困っている人の見落としや手が届かない事態をさけるため欠

員を補充すること」が課題となっている。そのため那覇第一民児協の活動紹介や民生委員としての活動内容を

地域の方全員へ周知できるように広報誌を発行していきたい。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

高齢者の居場所（ふれあいデイサービス等）へ参加協力し現況の確認をしている 

「避難行動要支援者名簿」を活用し高齢者、要介護、障がい者等の情報を把握し見守り活動へ繋げる 

地域見守り交流事業では高齢者を中心に１３０世帯へティッシュやごみ袋といった日用品、非常用レトルト 

食品を配付し声掛け訪問を行った 

公民館やまちづくり協議会が主催する防災訓練への参加 

日帰り研修や施設研修などで自己啓発に努めている 

那覇市民生委員児童委員広報誌全戸配布 

(一人当たり３５０世帯) 

コロナ禍で学校行事への参加が制限される中でも、 

朝の立哨活動を通し、子供たちの見守りを行っている 

子どもの居場所（子ども食堂、放課後学習支援）や 

移動式屋台型公民館の「パーラー公民館」への参加協力 

曙小学校まちづくり協議会において「寺子屋」開催。 

週２回民生委員がボランティアを行っている 

令和４年度 デジタル化に向けての端末基本操作、 

スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域の繋がり地域力を高めるために自治会・町内活動と民生委員活動との連携強化 

  「一声運動」「あいさつ運動」などを通した繋がりの強化、住民同士が支える仕組みづくりの協力 

２．児童委員、主任児童委員が日ごろから学校行事に参加し、「身近な大人」「人生の先輩・子育ての先輩」とし

ての関係づくり 

令和４年９月３０日現在 

市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第二民生委員児童委員協議会 

会 長 名 中村 光雄 副 会 長 名 阿波連 勇、上原 ツヤ子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166       FAX 098-858-5169 

地区人口 １７，７９８人 地区世帯数 １０，６３６世帯 高齢化率 ２６．８％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数 ２ 保育所数 ８ 

民生委員・児童委員定数 ３１ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部会・委員会 広報部 児童福祉部 地域福祉部 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会会則  ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２金曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

ハイサイ、グスーヨー、チューウガナビラ 私達那覇第２民児協は国道５８号線の那覇の西側で、前島３丁目、

若狭、松山、辻、東町、西町、久米の範囲を定数３３名(主任児童委員２名)で構成されています。地域住民の 

福祉と生活向上の為、定例会や研修会等を通し、関係官庁、関係団体とのパイプ役として頑張っています。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

（児童部会） 

各委員が、若狭小学校、天妃小学校の朝のあいさつ運動、交通指導(立哨活動)に参加して、子供達と毎朝 

顔を合わせています。継続して行っている活動として、学校の協力を得て「新入生の全戸家庭訪問」を行ってお

ります。入学祝のノート、鉛筆等を準備し、各世帯に担当区域の委員が訪問をしております。入学後早い時期

に、直接保護者や児童にご挨拶が出来て、民生委員児童委員の仕事内容も紹介することが出来る良い機会と

なっておりますのでこれからも継続していきます。 

【地域福祉部】 

 地域見守り交流事業(ふれあい昼食会)では、民児協内の７５歳以上の独居高齢者（１００名余）を対象に、 

レトルト食品等を準備して、委員が一軒ずつ訪問してお届けしました。 

次年度は一つの場所に集って開催できる事を願っております。 

（広報部）（その他活動） 

・地域版広報誌（那覇第二民児協発行）

・那覇市民生委員児童委員広報誌 特別号 

（那覇市民児連発行） 

二種類の広報誌を地域の皆さまにお届けしております。 

担当区域の民生委員・児童委員の顔写真、年間の活動の 

様子、地域にある施設や集いの場所、公的支援の内容 

等ご紹介をしています。 

・令和４年度よりデジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．ひろげよう地域に根ざした活動 

２．目に見える民生委員・児童委員・民児協活動 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 國場 信子 副 会 長 名 宮平 葉子、名渡山 敦子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 ２５，９９５人 地区世帯数 １４，３５０世帯 高齢化率 ２４．１％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 １０

民生委員・児童委員定数 ３４ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部会・委員会 地域福祉部 児童福祉部 広報部 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２木曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

県都那覇の中心地で沖縄の経済や文化が発信される地域。国際通りを中心に商業地として発展しており、伝統

行事の「那覇大綱挽」「那覇ハーリー」等が開催され、年中海外や県外からの観光客でにぎわっている。 

反面、高齢化や少子化、人口流動化などが要因となっており、小学校３校から２校に統合された。中学校は３校

で児童・生徒と交流を続けている。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】

私たち那覇第三民児協は、令和４年４月から那覇市民児協圏域再編成事業により、泊小学校区、那覇小学校区

それぞれの地域を担当することになりました。地域の自治会(久茂地地域自治会)、とまり婦人会、前島塩神保存

会、行政、社会福祉協議会、地域包括支援センター泊、小中学校等の関係機関と連携を図りながら、地域の皆様

の相談役になれるよう、また現在も続くコロナ禍で、ウイルス感染予防のため個別訪問、見守り活動など、今までの

民生委員活動が制限されていますが、前向きに考えてできる範囲内で活動を推進して参りたいと存じます。 

地域にはふれあいデイサービスが三か所(泊、前島、久茂地)で再開され、お年寄りが笑顔で参加してくださり、安

否確認も兼ね楽しい交流の場となっております。参加者も増えてきて、地域に根ざしたデイサービスになってきたよ

うに思えます。また健康教室も開催され、地域住民(お年寄り)の健康維持に役立っているようです。ふれあいデイ

サービス、健康教室は、担当地区の民生委員ができる範囲内で運営に関わっております。 

◎デジタル化に向けて、端末の基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM 利用方法(初心者編)研修参加。 

◎地域見守り交流事業 

 地域自治会と那覇第三民児協による新年会を毎年開催している。 

参加費用は自治会費と地域見守り交流事業費で運営し、杵と臼を用いた餅つき大会を開催し、地域内の年寄りと 

子どもたちとのふれあいを通して、新しい世代間交流となっている。 

◎広報誌の作成・配付 

 那覇第三民児協の広報誌、那覇市民生委員児童委員 

広報誌「特別号」を、委員一人一人が担当区域の約３５０ 

世帯に配付を行いました。民生委員・児童委員の活動や、 

福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、 

また欠員が非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集も 

お願いしております。全員が圏域再編成により区域の 

境界線が変わった事もあり、広報誌配布は改めて 

自身の担当区域を把握する事が出来た活動になりました。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域包括と連携した高齢者の見守り 

２．各部会の活動強化・活性化 

３．民生委員児童委員の欠員対策 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 國場 信子 副 会 長 名 宮平 葉子、名渡山 敦子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 ２５，９９５人 地区世帯数 １４，３５０世帯 高齢化率 ２４．１％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 １０

民生委員・児童委員定数 ３４ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部会・委員会 地域福祉部 児童福祉部 広報部 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２木曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

県都那覇の中心地で沖縄の経済や文化が発信される地域。国際通りを中心に商業地として発展しており、伝統

行事の「那覇大綱挽」「那覇ハーリー」等が開催され、年中海外や県外からの観光客でにぎわっている。 

反面、高齢化や少子化、人口流動化などが要因となっており、小学校３校から２校に統合された。中学校は３校

で児童・生徒と交流を続けている。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】

私たち那覇第三民児協は、令和４年４月から那覇市民児協圏域再編成事業により、泊小学校区、那覇小学校区

それぞれの地域を担当することになりました。地域の自治会(久茂地地域自治会)、とまり婦人会、前島塩神保存

会、行政、社会福祉協議会、地域包括支援センター泊、小中学校等の関係機関と連携を図りながら、地域の皆様

の相談役になれるよう、また現在も続くコロナ禍で、ウイルス感染予防のため個別訪問、見守り活動など、今までの

民生委員活動が制限されていますが、前向きに考えてできる範囲内で活動を推進して参りたいと存じます。 

地域にはふれあいデイサービスが三か所(泊、前島、久茂地)で再開され、お年寄りが笑顔で参加してくださり、安

否確認も兼ね楽しい交流の場となっております。参加者も増えてきて、地域に根ざしたデイサービスになってきたよ

うに思えます。また健康教室も開催され、地域住民(お年寄り)の健康維持に役立っているようです。ふれあいデイ

サービス、健康教室は、担当地区の民生委員ができる範囲内で運営に関わっております。 

◎デジタル化に向けて、端末の基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM 利用方法(初心者編)研修参加。 

◎地域見守り交流事業 

 地域自治会と那覇第三民児協による新年会を毎年開催している。 

参加費用は自治会費と地域見守り交流事業費で運営し、杵と臼を用いた餅つき大会を開催し、地域内の年寄りと 

子どもたちとのふれあいを通して、新しい世代間交流となっている。 

◎広報誌の作成・配付 

 那覇第三民児協の広報誌、那覇市民生委員児童委員 

広報誌「特別号」を、委員一人一人が担当区域の約３５０ 

世帯に配付を行いました。民生委員・児童委員の活動や、 

福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、 

また欠員が非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集も 

お願いしております。全員が圏域再編成により区域の 

境界線が変わった事もあり、広報誌配布は改めて 

自身の担当区域を把握する事が出来た活動になりました。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域包括と連携した高齢者の見守り 

２．各部会の活動強化・活性化 

３．民生委員児童委員の欠員対策 

令和４年９月１日現在 

市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第四民生委員児童委員協議会 

会 長 名 豊崎 孟彦 副 会 長 名 並里 智子、川畑 良子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166     FAX  098-858-5169 

地区人口 ２１，７２５人 地区世帯数 １１，８３６世帯 高齢化率 ２７．８％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 １ こども園数 ３ 保育所数 １５ 

民生委員・児童委員定数 ２９ 名 主任児童委員定数 ２ 名 

部祉福童児部報広部祉福域地会員委・会部

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 専門部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２木曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 那覇市の中央部に位置し、県庁、市役所、中央郵便局、県警察本部、那覇地方裁判所、バスターミナル、デ

パート等があり、住宅街もある経済活動の中心地で人口密度の高い地域です。またモノレールが通り、バスタ

ーミナルを中心に一日１００本以上運行するバス路線が放射状に形成され、公共交通が充実した利便性の高

い地域でもあります。 

令和４年４月１日には小学校区での区割りの再編が行われ、２小学校（開南小学校・城岳小学校）２中学校

（上山中学校・古蔵中学校）を担当することになった。委員の担当区域にも変更があったため、那覇市民生委

員児童委員広報誌の全戸配布事業（一人当たり約３５０世帯配布）により改めて担当区域の把握にも努めた。

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

自治会との連携強化のため泉崎 2 丁目自治会の懇談会に参加し、民生委員・児童委員の見守り活動につい

て意見交換を行い、欠員地区のなり手確保のため協力の依頼をした。 

地域包括支援センター城岳、包括支援センター古波蔵と高齢者の見守りについて情報交換を行い見守り対

象者の強化に努め連携を図っている。 

「避難行動要支援者名簿」を閲覧し、高齢者、要介護、障がい者等の情報を把握し見守り活動へ繋げる。 

地域見守り交流事業では、那覇市社会福祉協議会の協力を得て、高齢者や障がい者など一世帯一世帯 

訪問し、声を掛け近況確認を行いながら日用必需品等を配付した。 

高齢者が通う地域ふれあいデイサービスやふれあい

サロンでは血圧測定・軽体操・健康講話が行われお年

寄りとおしゃべりしながらボランティアとして参加協力

見守り活動に繋げている。 

コロナ禍で民生委員活動が制限されたのをきっかけ

にデジタル化に向けての研修に参加、端末の基本操

作やスマートフォン、タブレットでのｚｏｏｍ会議の仕方

など初心者向けの利用方法を学ぶ。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．定例会は、欠かさず出席する 

２．民生委員・児童委員として積極的な活動をする 

３．地域、包括との連携を強化する 

令和４年９月１日現在
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第五民生委員児童委員協議会 

会 長 名 長堂 和男 副 会 長 名 岡田 有右、下里 惠子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １７，２１２人 地区世帯数 ７，９８７世帯 高齢化率 １５．５％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 １４ 

民生委員・児童委員定数 ２２ 名 主任児童委員定数  ２ 名 

部会・委員会 児童福祉部会 広報部会 地域福祉部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２月曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 この地域は、米軍基地の跡地利用で都市計画が進められてマンション等の集合住宅や商業地として街の状

況が目覚ましく変化し人口の流動性の高い地域で人も建物もここ数年の間に新しく造られたところです。そのせ

いもあって、人と人とのつながりが薄くまた家々のセキュリティーがしっかりしているため、隣近所の交流もまま

ならない状況にあります。そのような中での民生委員、児童委員の活動も難しい状況のなか日々の地域のな

かで繋がりを深めるために頑張っています。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】【欠員対策】 

 ・銘苅小学校区まちづくり協議会へ参加し、民生委員・児童委員活動の周知を行い、民生委員・児童委員の

担い手の確保に努めている。 

 ・天久小学校区は欠員が多く、那覇第 5 民児協ではチラシを作成し、欠員対策に取り組んでいる。 

・那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付。 

民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い

現状を知ってもらい民生委員募集もお願いします。広報誌配布は、全員が圏域再編成により区域の 

境界線が変わった事もあり、チラシ・広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握する事が出来た。

・地域見守り交流事業を開催。 

那覇第 5 民児協では高齢者、独居高齢者、障がい者の 

状況把握・見守りも兼ね、日用品を準備して担当委員が 

声掛けをしながらお届けをしている。 

・那覇市避難行動要支援者名簿の閲覧 

 担当区域の高齢者独居世帯、障害者世帯など 

 閲覧をして、見守り活動に繋げている。 

・令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始  

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域ふれデイ等への参加で地域住民の実情把握に努める 

２．学校、自治会等関係機関団体との連携活動を通しネットワークを強化する 

３．地域包括支援センターとの協力、連携活動で高齢者見守りを推進する 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 那覇第五民生委員児童委員協議会 

会 長 名 長堂 和男 副 会 長 名 岡田 有右、下里 惠子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １７，２１２人 地区世帯数 ７，９８７世帯 高齢化率 １５．５％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 １４ 

民生委員・児童委員定数 ２２ 名 主任児童委員定数  ２ 名 

部会・委員会 児童福祉部会 広報部会 地域福祉部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２月曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 この地域は、米軍基地の跡地利用で都市計画が進められてマンション等の集合住宅や商業地として街の状

況が目覚ましく変化し人口の流動性の高い地域で人も建物もここ数年の間に新しく造られたところです。そのせ

いもあって、人と人とのつながりが薄くまた家々のセキュリティーがしっかりしているため、隣近所の交流もまま

ならない状況にあります。そのような中での民生委員、児童委員の活動も難しい状況のなか日々の地域のな

かで繋がりを深めるために頑張っています。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】【欠員対策】 

 ・銘苅小学校区まちづくり協議会へ参加し、民生委員・児童委員活動の周知を行い、民生委員・児童委員の

担い手の確保に努めている。 

 ・天久小学校区は欠員が多く、那覇第 5 民児協ではチラシを作成し、欠員対策に取り組んでいる。 

・那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付。 

民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い

現状を知ってもらい民生委員募集もお願いします。広報誌配布は、全員が圏域再編成により区域の 

境界線が変わった事もあり、チラシ・広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握する事が出来た。

・地域見守り交流事業を開催。 

那覇第 5 民児協では高齢者、独居高齢者、障がい者の 

状況把握・見守りも兼ね、日用品を準備して担当委員が 

声掛けをしながらお届けをしている。 

・那覇市避難行動要支援者名簿の閲覧 

 担当区域の高齢者独居世帯、障害者世帯など 

 閲覧をして、見守り活動に繋げている。 

・令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始  

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域ふれデイ等への参加で地域住民の実情把握に努める 

２．学校、自治会等関係機関団体との連携活動を通しネットワークを強化する 

３．地域包括支援センターとの協力、連携活動で高齢者見守りを推進する 

令和４年９月１日現在 
                             令和４年９月３０日現在

市町村名  那覇市  単位民児協名 那覇第六民生委員児童委員協議会  

会  長  名  島袋  善克  副 会 長 名 玉城  成子、伊集  栄子  

連  絡  先  

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター２Ｆ  

ＴＥＬ  ０９８－８５８－５１６６            FAX ０９８－８５８－５１６９  

地区人口  ２５，８９８人  地区世帯数  １５，０１３世帯 高齢化率  ２９％  

小学校数  ２  中学校数  ３  幼稚園数  ０  こども園数 ４  保育所数  ８  

民生委員・児童委員定数  ２６  名  主任児童委員定数 ２  名  

部会・委員会  地域福祉部会  児童福祉部会  広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（  部会規程、互助会規程  ）  

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第２火曜日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）  

【地域の状況】  

国道 330 号線沿いの那覇市の中央部に位置し、令和４年４月１日に那覇市単位民児協圏域再

編事業により「那覇第６民児協」として新しく誕生しました。安里・牧志・壼屋地域（壼屋小学校

区）、樋川・寄宮地域（神原小学校区）を中心に地域に根差し、学校、自治会、包括支援センター

等身近な関係機関と密接に連携を取りながら『誰一人、取り残さない』ＳＤＧｓの精神に繋がる『ゆ

いまーる』の気持ちで活動しています。中学校は３校（神原・真和志・那覇中）と地域の幅がある。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

 地域包括支援センター安里とタイア

ップし「地域の課題は地域で解決す

る」をモットーに、特にお年寄りの方

を見守っています。 

 神原トックリキワタまつりに参加し、

地域の方々に民生委員・児童委員

活 動 を知 ってもらう為 に広 報 誌 を

1 ,000 部配布し周知活動を行った。 

 「避難行動要支援者名簿」を活用し

高齢者、要介護、障がい者等の情報を把握し新規の見守り世帯として活動の幅を広げている。 

 那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り交流事業を開催。対象者の高齢者、独居

高齢者、障がい者世帯へ声を掛けながら一軒一軒食材の配付を行った。 

 小学校へ出向き、懇談会に参加。困りごと等がないか情報交換を行い、民児協として連携を取

り問題解決に向けて一緒に携わっている。 

 子供たちが安全で安心できる日々を過ごせるように朝の挨拶運動や立哨活動（交通安全指導）

をしている。 

 毎月第３金曜日には「少年を守る日」として夜間パトロールへの参加協力をしている。 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．民生委員・児童委員の連携強化  

２．各部会の活動強化、活性化  

３．民児協地区欠員対策  
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 大湾 明美 副 会 長 名 髙山 由美子、津嘉山 のり子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX  098-858-5169 

地区人口 ２１，８５５人 地区世帯数 １０，７６５世帯 高齢化率 ２１．９％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ２ 保育所数 １１ 

民生委員・児童委員定数 ２３名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第２火曜日（年１２回）  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）

【地域の状況】 

 那覇市の北東部に位置し、市の都市計画造成で大型マンション等が次々と建ち、児童、生徒の増加が見られ

る一方、元々地域では高齢化が進み、自治会、地域包括支援センター、那覇社協と連携を深めながら見守り

活動を行っています。令和４年４月より真和志第一民児協は担当区域・メンバーが再編され新しくスタートしま

した。担当区は、松島小学校・真嘉比小学校の校区になっています。（首里末吉町・古島・松島・字松川・ 

真嘉比・字大道の一部） 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

・民生委員・児童委員の欠員対策として、真和志第 1 民児協では包括支援センターや近隣の商店を回り、 

チラシを配布しながら民生委員・児童委員活動をアピールし欠員対策に取組んでいる。 

・那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。(約３５０世帯)、民生委員・児童委員の活動や、福祉

サービスを地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集のお願いをして

おります。広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握出来た活動になりました。

・「民生委員入門講座」を開催。 

楽しい地域づくりをめざし、民生委員の理解者を増やすために、「民生委員入門講座」を４回シリーズで開講し

ました。新人民生委員として役割や活動方法に戸惑っている方、民生委員になることを検討している方、民生

委員を増やすために人材探しをしている方、地域づくりの中心的役割を担う地域包括センター松島の職員な

ど、多様な仲間で楽しく学び合いました。

・職を持っている民生委員・児童委員に対し、研修等へ 

参加出来なかった委員向けに真和志第 1 民児協では 

研修会を開催。 

・那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り 

交流事業を開催。見守り対象世帯へ日用品等を配布。 

・令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始。 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．民生委員・児童委員間の仲間づくりと関係機関との協働 

２．民生委員・児童委員の欠員補充活動 

３．コロナ禍における活動方法の学び合い 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 大湾 明美 副 会 長 名 髙山 由美子、津嘉山 のり子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX  098-858-5169 

地区人口 ２１，８５５人 地区世帯数 １０，７６５世帯 高齢化率 ２１．９％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ２ 保育所数 １１ 

民生委員・児童委員定数 ２３名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第２火曜日（年１２回）  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）

【地域の状況】 

 那覇市の北東部に位置し、市の都市計画造成で大型マンション等が次々と建ち、児童、生徒の増加が見られ

る一方、元々地域では高齢化が進み、自治会、地域包括支援センター、那覇社協と連携を深めながら見守り

活動を行っています。令和４年４月より真和志第一民児協は担当区域・メンバーが再編され新しくスタートしま

した。担当区は、松島小学校・真嘉比小学校の校区になっています。（首里末吉町・古島・松島・字松川・ 

真嘉比・字大道の一部） 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

・民生委員・児童委員の欠員対策として、真和志第 1 民児協では包括支援センターや近隣の商店を回り、 

チラシを配布しながら民生委員・児童委員活動をアピールし欠員対策に取組んでいる。 

・那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。(約３５０世帯)、民生委員・児童委員の活動や、福祉

サービスを地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集のお願いをして

おります。広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握出来た活動になりました。

・「民生委員入門講座」を開催。 

楽しい地域づくりをめざし、民生委員の理解者を増やすために、「民生委員入門講座」を４回シリーズで開講し

ました。新人民生委員として役割や活動方法に戸惑っている方、民生委員になることを検討している方、民生

委員を増やすために人材探しをしている方、地域づくりの中心的役割を担う地域包括センター松島の職員な

ど、多様な仲間で楽しく学び合いました。

・職を持っている民生委員・児童委員に対し、研修等へ 

参加出来なかった委員向けに真和志第 1 民児協では 

研修会を開催。 

・那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り 

交流事業を開催。見守り対象世帯へ日用品等を配布。 

・令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始。 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．民生委員・児童委員間の仲間づくりと関係機関との協働 

２．民生委員・児童委員の欠員補充活動 

３．コロナ禍における活動方法の学び合い 

令和４年９月１日現在 

市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第二民生委員児童委員協議会 

会 長 名 村上 直惠 副 会 長 名 島袋 浩明、狩俣 テリ子 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ  098-858-5166    FAX  098-858-5169 

地区人口 ２６，１１４人 地区世帯数 １４，３７０世帯 高齢化率 ２８．５％ 

小学校数 ２ 中学校数 ４ 幼稚園数 １ こども園数 ３ 保育所数 ３ 

民生委員・児童委員定数  ２８名 主任児童委員定数  ２名 

部会・委員会 地域福祉部 児童福祉部 広報部 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 真和志第二民生委員児童委員協議会は、令和４年度４月の那覇市民児協圏域再編成事業により 

松川小学校・大道小学校の校区が担当になっております。(松川、繁多川、三原の地域に加えて字安里、 

字大道、壺屋の一部) 定数は３０名(主任児童委員２名)で、民生委員の欠員が課題の一つとなっておりますが

委員同士協力し合い、関係機関と連携し頑張っていきます。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

＊高齢者の居場所（地域ふれあいデイサービス）2 カ所に関わり、高齢者の見守りの現状把握に努めている。 

＊地域の方々との懇談会に出向き、民生委員・児童委員の活動の周知、欠員対策として、担い手確保に 

努めている。また防災についても地域の方々と学び避難場所、経路についても学習会を行った。 

＊小学校での朝のあいさつ運動、立哨活動で児童の見守りを継続して行っている。 

＊こどもの居場所づくり（２カ所）にボランティアとして協力している。 

＊那覇市社会福祉協議会の協力を得て、見守り交流事業を開催。 

レトルト食品やお菓子等をセットにして対象の高齢者世帯へ担当の委員がお届けに伺った。 

＊那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を発行し、委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付。  

民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い 

現状を知ってもらい民生委員募集もお願いしております。 

＊デジタル化に向けて、端末の基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM 利用方法(初心者編)研修参加。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．地域福祉問題の取り組み 

２．欠員対策強化 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 眞榮城 嘉政 副 会 長 名 金城 邦夫、野原 春美 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166        FAX 098-858-5169 

地区人口 ２３，８３７人 地区世帯数 １１，１４７世帯 高齢化率 ２６．３％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 ６ 

民生委員・児童委員定数 ２３名 主任児童委員定数  ２名 

部会・委員会 広報部会 地域福祉部会 児童部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会会則 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２水曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の南東部、南風原町に隣接する辺境ともいえる地域で、都市部にしては緑地畑地が残っている。

元々あった集落では高齢化が進んでいる。アパート等が多い事で地域としてのまとまりは弱いが高齢化率は緩

和されている。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎高齢者の見守り、ふれあいデイサービスへの個別参加支援。民児協運営によるふれあいデイサービス開催。

◎朝の挨拶運動。放課後子ども教室では、学習支援と花サークル活動を行っている。キーパーソンの 

民生委員を中心に火曜日の休みを除いて毎日子ども食堂を開催し民児協として応援を行っている。 

◎地域福祉における担い手確保に研修会を月 1 回開催し、石田中学校青少年育成会の推進委員として 

活動にも携わっている。 

◎那覇市社会福祉協議会の協力をえて見守りに交流事業を 

毎年、各地区に分け開催。高齢者、独居高齢者、障がい者の 

見守りを兼ね訪問、民生委員・児童委員活動の一環として 

弁当配布を行っている。 

◎困窮世帯へのフードサポートも定期的な活動として関わり 

地域の実情把握に努めている。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。 

(約３５０世帯)、民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスを 

地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を 

知ってもらい民生委員募集のお願いをしております。

◎令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始。 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます

２．民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

３．行政と連携し欠員対策に取り組みます 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 眞榮城 嘉政 副 会 長 名 金城 邦夫、野原 春美 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166        FAX 098-858-5169 

地区人口 ２３，８３７人 地区世帯数 １１，１４７世帯 高齢化率 ２６．３％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 ６ 

民生委員・児童委員定数 ２３名 主任児童委員定数  ２名 

部会・委員会 広報部会 地域福祉部会 児童部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会会則 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２水曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の南東部、南風原町に隣接する辺境ともいえる地域で、都市部にしては緑地畑地が残っている。

元々あった集落では高齢化が進んでいる。アパート等が多い事で地域としてのまとまりは弱いが高齢化率は緩

和されている。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎高齢者の見守り、ふれあいデイサービスへの個別参加支援。民児協運営によるふれあいデイサービス開催。

◎朝の挨拶運動。放課後子ども教室では、学習支援と花サークル活動を行っている。キーパーソンの 

民生委員を中心に火曜日の休みを除いて毎日子ども食堂を開催し民児協として応援を行っている。 

◎地域福祉における担い手確保に研修会を月 1 回開催し、石田中学校青少年育成会の推進委員として 

活動にも携わっている。 

◎那覇市社会福祉協議会の協力をえて見守りに交流事業を 

毎年、各地区に分け開催。高齢者、独居高齢者、障がい者の 

見守りを兼ね訪問、民生委員・児童委員活動の一環として 

弁当配布を行っている。 

◎困窮世帯へのフードサポートも定期的な活動として関わり 

地域の実情把握に努めている。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。 

(約３５０世帯)、民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスを 

地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を 

知ってもらい民生委員募集のお願いをしております。

◎令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始。 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます

２．民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

３．行政と連携し欠員対策に取り組みます 

令和４年９月１日現在 

市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第四民生委員児童委員協議会 

会 長 名 仲村渠 忠一 副 会 長 名 宮里 実雄、親泊 タミエ 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター 2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166      FAX 098-858-5169 

地区人口 ３０，７３４人 地区世帯数 １５，５５３世帯 高齢化率 ２５％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ３ 保育所数 ９ 

民生委員・児童委員定数 ２７名 主任児童委員定数  ２名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２金曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の中央部寄りに位置し、市役所、県立看護大学、市保健所、公営団地、小学校（2）、中学校（3）、警察

署、近隣には、消防署、大型スーパー、公設市場など、利便性のある暮らしよい環境です。与儀トックリキワタ通

りでは、毎年トックリキワタまつりが開催。また近くの公園では、日本一早い桜まつりも開催され、グランドはヘリ

ポートとしての役割も務めます。全体的には、地域高齢化が進み一人暮らしが、多くなってます。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

朝のあいさつ運動。横断歩道での立哨・フレデイ参加運営・子育てサロン・見守り隊・子ども食堂・ふれあいサロ

ン・敬老会・祭り参加。 

◎避難行動要支援者名簿の閲覧 

 ６５歳以上の独居高齢者世帯・高齢者世帯・障がい者世帯などを対象とした、地域ごとの名簿を委員それぞれ 

 が閲覧し、情報をもとに訪問活動を行っている。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。 

(約３５０世帯)、民生委員・児童委員の活動や、 

福祉サービスを地域の方に知ってもらう、また欠員が 

非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集の 

お願いをしております。

◎地域ふれあいデイサービス１カ所にボランティアとして関わ

り、見守りの現状把握に努め、またこどもの居場所づくり 

（１カ所）・と無料塾（２カ所）にも関わっている。 

◎地域のまつり（トックリキワタまつり・那覇ちゅら桜まつり）に 

参加。民生委員募集のチラシ・ポケットティッシュ・ 

民生委員カードの配付。 

◎医療機関と連携しフード・ドライブ事業に積極的に参加協力。 

◎那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り交流事業を 

開催。高齢者宅を中心にお弁当の配布。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．新たな組織づくり「コミュニケーションをとる」 

２．欠員地区の補填「推薦準備会」 

３．欠員地域とのつながり 

令和４年９月１日現在 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第五民生委員児童委員協議会 

会 長 名 與座 正夫 副 会 長 名 糸洲 多美子 

連 絡 先 

〒901–0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166       FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，５８７人 地区世帯数 ９，２６３世帯 高齢化率 ２０．７％ 

小学校数 １ 中学校数 １ 幼稚園数 ０ こども園数 ４ 保育所数 １ 

民生委員・児童委員定数 １６名 主任児童委員定数 １名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２金曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の東側に位置し、小中の教育機関の中心に、平屋、アパート、マンション等が立ち並び、一方で、高齢者の

世帯が増える中、日頃の民生委員活動においては、支援を必要としている方々との交流の機会を多く持てるよう心

がけている。令和４年４月に那覇市民児協圏域再編成事業により、仲井真小学校区(字国場・字仲井真・字上間)を

担当し、定数１７名(主任児童委員２名)の民児協になります。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

① 地域見守り交流会事業の開催 

コロナ禍で高齢者を招いての会は行わずに、 

テｲッシュやマスク、黒砂糖等をセットにして 

６０世帯に配付。高齢者の見守りを行いながら、 

近況を楽しく語り合い短い時間の中で交流を深めています。 

② 地域包括センターと連携を密にして 

高齢者の見守り・相談支援活動をしている。 

③ 児童館での、おもちゃ作りや輪投げ遊びなど教えながら 

子供たちと一緒になって見守り活動を行っている。 

④ 広報誌の配付 

  那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を 

委員一人当たり３５０世帯に配布を行いました。地域の方に 

民生委員活動のお知らせや、福祉サービス、施設、 

現在行われいる公的・団体等の支援内容の紹介など。 

令和４年４月の民児協圏域再編成事業が行われ、 

担当区域に変更があり、委員が自身の担当区域について 

広報誌を配付することで、再確認出来た活動です。 

⑤ 令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます

２．民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

３．行政と連携し欠員対策に取り組みます

  令和４年９月３０日現在
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市町村名 那覇市 単位民児協名 真和志第五民生委員児童委員協議会 

会 長 名 與座 正夫 副 会 長 名 糸洲 多美子 

連 絡 先 

〒901–0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166       FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，５８７人 地区世帯数 ９，２６３世帯 高齢化率 ２０．７％ 

小学校数 １ 中学校数 １ 幼稚園数 ０ こども園数 ４ 保育所数 １ 

民生委員・児童委員定数 １６名 主任児童委員定数 １名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２金曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の東側に位置し、小中の教育機関の中心に、平屋、アパート、マンション等が立ち並び、一方で、高齢者の

世帯が増える中、日頃の民生委員活動においては、支援を必要としている方々との交流の機会を多く持てるよう心

がけている。令和４年４月に那覇市民児協圏域再編成事業により、仲井真小学校区(字国場・字仲井真・字上間)を

担当し、定数１７名(主任児童委員２名)の民児協になります。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

① 地域見守り交流会事業の開催 

コロナ禍で高齢者を招いての会は行わずに、 

テｲッシュやマスク、黒砂糖等をセットにして 

６０世帯に配付。高齢者の見守りを行いながら、 

近況を楽しく語り合い短い時間の中で交流を深めています。 

② 地域包括センターと連携を密にして 

高齢者の見守り・相談支援活動をしている。 

③ 児童館での、おもちゃ作りや輪投げ遊びなど教えながら 

子供たちと一緒になって見守り活動を行っている。 

④ 広報誌の配付 

  那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を 

委員一人当たり３５０世帯に配布を行いました。地域の方に 

民生委員活動のお知らせや、福祉サービス、施設、 

現在行われいる公的・団体等の支援内容の紹介など。 

令和４年４月の民児協圏域再編成事業が行われ、 

担当区域に変更があり、委員が自身の担当区域について 

広報誌を配付することで、再確認出来た活動です。 

⑤ 令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。  

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます

２．民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

３．行政と連携し欠員対策に取り組みます

  令和４年９月３０日現在

市町村名  那覇市  単位民児協名 真和志第六民生委員児童委員協議会

会  長  名  伊佐  千代美  副 会 長 名 石川  静子、石川  佐登美  

連  絡  先  

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター２Ｆ  

ＴＥＬ  ０９８－８５８－５１６６            FAX ０９８－８５８－５１６９  

地区人口  ３５，７２７人  地区世帯数  １７，６５８世帯 高齢化率  ２４．１％  

小学校数  ２  中学校数  ２  幼稚園数  ０  こども園数 ３  保育所数  １４

民生委員・児童委員定数  ２８名  主任児童委員定数  ２名  

部会・委員会  地域福祉部会  児童福祉部会  広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（  部会規程、互助会規程  ）  

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第２水曜日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）  

【地域の状況】  

 真和志第六民生委員児童委員協議会は(定数３０名)、令和４年４月より那覇市民児協圏域再

編成事業によって真和志小学校区、上間小学校区それぞれの地域を担当する事になった新しい

民児協です。那覇市の東側に位置し、沖縄大学をはじめ、小中高の教育機関の中心に、平屋、ア

パート、マンション等が立ち並び、一方で、高齢者の世帯が多い地域であります。仕事や子育てをし

ながら活動している委員も多く、先輩方のアドバイスを受けながら新しい活動にも取り組んでいきま

す。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

◎真和志小学校区まちづくり協議会への参加  

地域の方との顔つなぎ、民生委員児童委員募集のお願い(欠員対策) 

◎子どもの居場所への協力   各委員がお弁当作りや、年間の行事に沿ったイベント等  

地域の子供たちが楽しんで集まってくる居場所に積極的に参加協力をしている。 

◎小学校周辺でのあいさつ運動・立哨活動。 小学校への新一年生に入学祝として 

防犯標語「イカのおすし」を織り交ぜて手作りのお守りを１２０個贈呈。主任児童委員が 

上間・真和志小学校との連携が良く出来ており学校での情報がスムーズに共有出来ている。  

◎地域見守り交流事業(ふれあい昼食会) 

新民児協になって初めての開催です。 

食品・日用品を準備して１５０名の世帯を訪問。 

①デイサービスセット(タオル・石鹸・歯磨きセット等)

②防災セット(レトルト食品・ごはん・カレー・スープ等) 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌（特別号）を 

全戸配布。各委員が担当区域について約３５０世帯  

への配付を行い、地域住民に公的な支援内容の 

ご紹介や委員自身も、担当区域を改めて認識  

出来た活動である。 

◎フードバンクへの協力や食糧支援活動    

子どもの居場所については、真和志第六民児協の委員が運営していることもあり食糧支援の 

受取り場所としても活用しており、委員が受取りに来て担当区域の世帯にお届をする流れが 

定着している。 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．広報誌の全戸配布を通して民生委員・児童委員活動の周知及び活動の強化に繋げます

２．民生委員・児童委員として社会情勢の変化に柔軟に対応し住民との信頼関係を強化します

３．行政と連携し欠員対策に取り組みます 

                             令和４年９月３０日現在
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市町村名 那覇市 単位民児協名 首里第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 德元 信子 副 会 長 名 宮平 良彦、大村 千代子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，４０９人 地区世帯数 ８，５７７世帯 高齢化率 ２９％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数  ３ 保育所数 7 

民生委員・児童委員定数 ２２名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 
企画委員会 地域福祉部会 広報部会 

会部祉福童児

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、民児協互助会 有 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の北東部に位置し、首里１９町の中、７町を担当。自治会の組織率、加入率とも他地区に比べてダント

ツで自治会活動も活発です。世帯間の交流、地域の夏祭り等、何んといっても古都首里の王朝祭り（１１月）は

盛大で伝統を誇る獅子舞や旗頭等我が町の自慢の行事となっています。小さな町が本土復帰（昭和４７年）を

境に市営団地の建設や民間による分譲住宅の開発もあり、人口は増加し、新しい学校も開設されたりしました

が、近年の少子高齢化の問題は深刻な状況となっております。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

高齢者支援・障害者支援（友愛訪問） 

 地域ふれあいミニデイサービス、いきいきサロン、認知症カフェ、地域見守り隊等、地域見守り交流事業等 

様々な高齢者の集う場に民生委員児童委員として積極的に参加協力し、高齢者に寄り添った活動を継続して

行っています。地域見守り交流事業は、とじこもりがちで交流機会の少ない地域の独居高齢者を対象に（年１

回）会場に招いて開催する予定だったが、コロナウイルス感染拡大防止により日用品を準備し委員がそれぞれ

の担当区域の高齢者宅に一軒ずつ訪問し、お顔を見ながら声かけをしてお届けしている。 

＜移動支援活動＞令和４年度より新しく協力した事業としては、移動支援活動です。（買い物の支援活動） 

日頃の買い物にもお店が遠い、移動手段の車が無い、免許返納等の理由から高齢者が困っている買い物の移

動支援です。首里第一民児協区域内にある大名第二団地自治会を対象とし、那覇社協、損保ジャパンを介し

てトヨタ自動車が無料で車を提供しています。毎週金曜日に月４回から５回の支援で、車は７名乗り、運転手、

ボランティアの民生委員２名、高齢者４名になります。近くのショッピングモールに行き１時間３０分くらいの時間

でお買い物をし、とても好評で喜ばれております。令和５年の５月迄で試験的な支援活動になりますので、今後

の取り組み、利用者の反応、協力している企業・団体との話し合いを含め継続が出来るまでには今後も話し合

いが必要になります。他の自治会からもやってみたいと声があがっており、この活動が企業を巻き込んで 

どんどん広がっていけばすばらしい支援活動になっていくと感じております。 

小学校での朝のあいさつ運動、交通安全(立哨活動)や 

情報交換会、交通安全お守り作り（贈呈）。 

県立首里東高等学校の地域美化活動参加。 

大名小学校区まちづくり推進協議会の行事への参加。 

広報活動は、民児協で作成した地域版広報誌と 

那覇市民生児童委員広報誌（うまんちゅだより・特別号） 

があり特別号については担当区域の全戸配布を行った。 

（委員一人当たり約３５０世帯） 

★令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレット、ZOOM の 

利用方法(初心者編)研修会の参加。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．子ども、高齢者、障がい者等への見守り支援活動の強化 

２．関係機関と民生委員・児童委員との連携強化 

３．民生委員・児童委員の確保と周知活動の推進 

令和４年９月１日現在 − 74 −



市町村名 那覇市 単位民児協名 首里第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 德元 信子 副 会 長 名 宮平 良彦、大村 千代子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，４０９人 地区世帯数 ８，５７７世帯 高齢化率 ２９％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数  ３ 保育所数 7 

民生委員・児童委員定数 ２２名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 
企画委員会 地域福祉部会 広報部会 

会部祉福童児

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、民児協互助会 有 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の北東部に位置し、首里１９町の中、７町を担当。自治会の組織率、加入率とも他地区に比べてダント

ツで自治会活動も活発です。世帯間の交流、地域の夏祭り等、何んといっても古都首里の王朝祭り（１１月）は

盛大で伝統を誇る獅子舞や旗頭等我が町の自慢の行事となっています。小さな町が本土復帰（昭和４７年）を

境に市営団地の建設や民間による分譲住宅の開発もあり、人口は増加し、新しい学校も開設されたりしました

が、近年の少子高齢化の問題は深刻な状況となっております。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

高齢者支援・障害者支援（友愛訪問） 

 地域ふれあいミニデイサービス、いきいきサロン、認知症カフェ、地域見守り隊等、地域見守り交流事業等 

様々な高齢者の集う場に民生委員児童委員として積極的に参加協力し、高齢者に寄り添った活動を継続して

行っています。地域見守り交流事業は、とじこもりがちで交流機会の少ない地域の独居高齢者を対象に（年１

回）会場に招いて開催する予定だったが、コロナウイルス感染拡大防止により日用品を準備し委員がそれぞれ

の担当区域の高齢者宅に一軒ずつ訪問し、お顔を見ながら声かけをしてお届けしている。 

＜移動支援活動＞令和４年度より新しく協力した事業としては、移動支援活動です。（買い物の支援活動） 

日頃の買い物にもお店が遠い、移動手段の車が無い、免許返納等の理由から高齢者が困っている買い物の移

動支援です。首里第一民児協区域内にある大名第二団地自治会を対象とし、那覇社協、損保ジャパンを介し

てトヨタ自動車が無料で車を提供しています。毎週金曜日に月４回から５回の支援で、車は７名乗り、運転手、

ボランティアの民生委員２名、高齢者４名になります。近くのショッピングモールに行き１時間３０分くらいの時間

でお買い物をし、とても好評で喜ばれております。令和５年の５月迄で試験的な支援活動になりますので、今後

の取り組み、利用者の反応、協力している企業・団体との話し合いを含め継続が出来るまでには今後も話し合

いが必要になります。他の自治会からもやってみたいと声があがっており、この活動が企業を巻き込んで 

どんどん広がっていけばすばらしい支援活動になっていくと感じております。 

小学校での朝のあいさつ運動、交通安全(立哨活動)や 

情報交換会、交通安全お守り作り（贈呈）。 

県立首里東高等学校の地域美化活動参加。 

大名小学校区まちづくり推進協議会の行事への参加。 

広報活動は、民児協で作成した地域版広報誌と 

那覇市民生児童委員広報誌（うまんちゅだより・特別号） 

があり特別号については担当区域の全戸配布を行った。 

（委員一人当たり約３５０世帯） 

★令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレット、ZOOM の 

利用方法(初心者編)研修会の参加。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．子ども、高齢者、障がい者等への見守り支援活動の強化 

２．関係機関と民生委員・児童委員との連携強化 

３．民生委員・児童委員の確保と周知活動の推進 

令和４年９月１日現在 

市町村名 那 覇 市 単位民児協名 首 里 第 二 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 

子純覇那我、子合百本岸名長会副雄吉良宮名長会

連絡先 
〒９０３－０８２２ 

沖縄県那覇市首里桃原町１丁目３１番地、ＴＥＬ ０９８－８８７－１４３９ 

地 区 人 口 ２５，５７７人 地 区 世 帯 数 １２，０２０世帯 高 齢 化 率 ２９．２％ 

小 学 校 数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ２ こども園数 ２ 保育所数 ６ 

民生委員・児童委員数 ２５名 主任児童委員数 ２名 

部会・委員会 
企画部会 地域福祉部会 児童福祉部会 

会部報広

民 児 協 規 約   有  ・  無  ・その他 （ 互助会規程 ） 

民児協 定例会開催 日時 開催日： 毎月第２金曜日 ： 時間帯（ 午前・午後・夜間 ） 

【地域の状況】 

 首里第二民児協は那覇市の東、首里城公園周辺の城下町が担当区域である。世界遺産や国・県・市指定の文化財

及び無形の民族文化財等が多数存在し、県立首里高校や県立芸術大学等があり、歴史・文化の町です。国内外から

の首里城の観光客が約２７０万人が訪れる観光の町でもある。毎年、１１月３日の文化の日には「琉球王朝祭り首里」

が開催され、古式行列及び祝賀パレードが行われ、那覇三大祭りの一つと言われています。 

高層マンションや大きな事業所・会社は少なく比較的静かな地域です。首里地区には３９の自治会があり、その内

の１７の自治会が担当区域にあり、首里第二民児協と連携・協働している。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

地域見守り・交流事業を重要視し、６者（担当区１７の自治会長、４か所の地域包括支援センター、市社協首里ＣＳ

Ｗ、福祉協力員、学校、首里第二民児協）による情報交換会を行い、災害時における要支援者の情報を共有しマッ

プ作りをしている。そこで情報共有したことをもとに年に２回、独居高齢者及び高齢者夫婦、障がい者宅を訪問し、

社会福祉協議会と共催で食のサービスを必要とする方（延べ百数十名）に折弁当を提供している。「気に掛けてくれ

てありがとう。おいしかった。」等の感謝の言葉をいただいている。 

地域見守り活動を自治会と協働で行い、安否確認・情報収集をし、月に一度は対象者へ声掛け見守り訪問をしてい

る。また新規の対象者へは市社協からのティッシュひと箱を配布。その後見守り会議を自治会の見守り隊及び市社

協ＣＳＷ・地域包括支援センターの担当者等と行い、見守り対象者について情報共有をしている。 

地域ふれあいディサービス（１２か所）やふれあいきいきサロン（１１

か所）等の運営に自治会及び市社協と連携・協働で行い、介護予防

や情報交換をしている。 

児童生徒の登校時のあいさつ及び交通安全見守りは、当番制で地

域のボランティアの方及びＰＴＡと連携・協働し、城西小学校、城南

小学校の近隣及び交差点で学校の休み以外毎日行っている。 

デジタル化研修に参加、端末の基本操作やスマートフォン、タブレ

ットでのｚｏｏｍ会議の仕方など初心者向けの利用方法を学ぶ（首

里第二民児協では委員全員で消防局のオンライン講習に挑んだ） 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．友愛訪問、地域見守り活動を強化し、支援を必要とする人の発見に努める 

２．避難行動要支援者を把握し、関係機関団体と情報を共有しマップを更正する 

３．関係機関（自治会、社協、地域包括支援センター、学校、行政等）との連携・協働に努める 

４．研修の充実を行い、人格と識見の向上に努め、活動強化方策を推進する 

５．民生委員・児童委員の欠員補充活動を強化し、推薦準備会の充実を行う 

令和４年９月１日現在− 75 −



市町村名 那覇市 単位民児協名 首里第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 安里 武 副 会 長 名 屋我 嗣壽男、翁長 初美 

連 絡 先 

〒901-0155 

 那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166      FAX 098-858-5169 

地区人口 ２４，８２７人 地区世帯数 １１，０２４世帯 高齢化率 ２７．３％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ５ 保育所数 １１ 

民生委員・児童委員定数 ２６名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の東側高台に位置し、琉球王府の面影残る古都首里の北側にある首里石嶺町は比較的新しい住

宅地で、地図には県総合福祉センター、県中央児童相談所などが立地、福祉のまちとして知られる。人

口も増加しさらに都市モノレール延伸に伴い、首里石嶺駅が開通し更なる発展が期待されます。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

 地区の自治会長や学校、PTA 役員、社協、地域包括センター、まちづくり協議会と連携し、 

地域や学校行事等の情報交換を行い活性化に努めている。民生委員児童委員として問題提起や課題、 

役割など地域との連携や取り組みを協議し活動につなげていきます。 

 子育て家庭の支援を目的に赤ちゃんから未就学児童を対象に毎月第三土曜日に「子育てサロン」を 

開催。多くのお父さん、お母さんがお茶、軽食で人形芝居や育児相談を行なっています。 

◎その他関係機関への協力 

 赤い羽根、歳末助け合い募金活動、登校時の立哨で交通安全見守り、福祉まつり等への参加協力、小

中学校の学校訪問で情報の共有、また高齢者のサークル活動、認知症カフェなどの取り組みも積極的に

行っています。高齢者の居場所（地域ふれあいデイサービス）３カ所にボランティアとして関わり、

高齢者の見守りの現状把握に携わっている。 

◎デジタル化に向けての研修開始 

端末の基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM 利用方法(初心者編)研修参加。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」の全戸配付。 

委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付。  

民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介をし 

地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を 

知ってもらい民生委員募集もお願いしております。 

全員が圏域再編成により区域の境界線が変わった事もあり、 

広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握する事が出来た活動になりました。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．支え合う 住みよい社会 地域から 

２．コロナ禍と民生委員児童委員活動 

３．民生委員・児童委員欠員対策 
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市町村名 那覇市 単位民児協名 首里第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 安里 武 副 会 長 名 屋我 嗣壽男、翁長 初美 

連 絡 先 

〒901-0155 

 那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166      FAX 098-858-5169 

地区人口 ２４，８２７人 地区世帯数 １１，０２４世帯 高齢化率 ２７．３％ 

小学校数 ２ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ５ 保育所数 １１ 

民生委員・児童委員定数 ２６名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 地域福祉部会 児童福祉部会 広報部会 

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 部会規程、互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

那覇市の東側高台に位置し、琉球王府の面影残る古都首里の北側にある首里石嶺町は比較的新しい住

宅地で、地図には県総合福祉センター、県中央児童相談所などが立地、福祉のまちとして知られる。人

口も増加しさらに都市モノレール延伸に伴い、首里石嶺駅が開通し更なる発展が期待されます。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

 地区の自治会長や学校、PTA 役員、社協、地域包括センター、まちづくり協議会と連携し、 

地域や学校行事等の情報交換を行い活性化に努めている。民生委員児童委員として問題提起や課題、 

役割など地域との連携や取り組みを協議し活動につなげていきます。 

 子育て家庭の支援を目的に赤ちゃんから未就学児童を対象に毎月第三土曜日に「子育てサロン」を 

開催。多くのお父さん、お母さんがお茶、軽食で人形芝居や育児相談を行なっています。 

◎その他関係機関への協力 

 赤い羽根、歳末助け合い募金活動、登校時の立哨で交通安全見守り、福祉まつり等への参加協力、小

中学校の学校訪問で情報の共有、また高齢者のサークル活動、認知症カフェなどの取り組みも積極的に

行っています。高齢者の居場所（地域ふれあいデイサービス）３カ所にボランティアとして関わり、

高齢者の見守りの現状把握に携わっている。 

◎デジタル化に向けての研修開始 

端末の基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM 利用方法(初心者編)研修参加。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」の全戸配付。 

委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付。  

民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介をし 

地域の方に知ってもらう、また欠員が非常に多い現状を 

知ってもらい民生委員募集もお願いしております。 

全員が圏域再編成により区域の境界線が変わった事もあり、 

広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握する事が出来た活動になりました。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．支え合う 住みよい社会 地域から 

２．コロナ禍と民生委員児童委員活動 

３．民生委員・児童委員欠員対策 

令和４年９月１日現在 

市町村名 那覇市 単位民児協名 小禄第一民生委員児童委員協議会 

会 長 名 上原 勉 副 会 長 名 源河 德淳、上原 たか子 

連 絡 先 

〒901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター2 階 

ＴＥＬ 098-858-5166    FAX 098-858-5169 

地区人口 ３１，９６３人 地区世帯数 １４，２９８世帯 高齢化率 ２０％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 １ こども園数 ４ 保育所数 １４ 

民生委員・児童委員定数  ２７名 主任児童委員定数  ２名 

部会・委員会 
広報部 児童部会 企画部会 

部祉福域地

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日 毎月第２水曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 市内では比較的に安定した地域である。貧困世帯が少ないのであまり問題が発生しない。地域の自治会が

旧部落住民だけで組織され新住民が入りにくい組織となっている。市営住宅やニュータウンとして造成された

地域で高齢化が進み問題となっている。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎各小中学校で朝のあいさつ運動・立哨  

◎地域包括支援センターとの連携  

◎小禄地区合同研修会の開催 

小禄南地域福祉推進会 参加協力 

◎令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

 端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの 

ZOOM の利用方法(初心者編)研修会の参加。 

◎ペタンク（子どもからお年寄りまで誰でも気軽に楽しめるニュースポーツ）の普及 定例活動(週一回) 

チームでコミュニケーションをとりながら身体を動かして楽しい時間を過ごしております。 

◎社協関連活動 赤い羽根街頭募金・歳末助け合い募金・歳末見舞い激励金 

 地域見守り交流事業（ふれあい昼食会）では、日用品等を準備し対象の独居・高齢者世帯へ 

 担当委員が訪問をしてお渡しします。（緊急医療キットのご案内） 

◎避難行動要支援者名簿の閲覧 担当区域にいる独居高齢者世帯、高齢者世帯、障がい者世帯の把握   

◎那覇市民生委員児童委員広報誌「特別号」を全戸配布。委員一人一人が担当区域の約３５０世帯に配付を 

行いました。この活動は、民生委員・児童委員の活動や、福祉サービスの紹介等を地域の方に知ってもらう、 

また欠員が非常に多い現状を知ってもらい民生委員募集のお願いもしております。 

全員が圏域再編成により区域の境界線が変わった事もあり、広報誌配布は改めて自身の担当区域を把握 

する事が出来ました。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．災害時一人も見逃さない運動の推進 

２．児童委員会活動の推進 

３．地域見守り活動の強化、推進 

令和４年９月１日現在 
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令和４年９月１日現在

市町村名 那覇市 単位民児協名 小禄第二民生委員児童委員協議会 

会 長 名 我如古 エイ代 副 会 長 名 波平 剛、杉田 葉子 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城3-5-4  那覇市総合福祉センター ２Ｆ 

TEL ０９８-８５８-５１６６     FAX ０９８-８５８-５１６９

地区人口 ２９，７０６人 地区世帯数 １３，８０１世帯 高齢化率 ２１％ 

小学校数 ３ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ５ 保育所数 １６ 

民生委員・児童委員定数 ２８名 主任児童委員定数 ３名 

部 会 ・ 委 員 会 
総務企画部会 地域福祉部会 児童福祉部会 

会部報広

民 児 協 規 約 有 ・ 無  ・  その他（ 部会規定、互助会運営規定 ）

民児協定例会開催案内日時 開催日 毎月第２木曜日 ： 時間帯（ 午後２時 ） 

【地域の状況】 

 春には巨人軍がキャンプを張り、大賑わいする野球場と武道館や弓道場、テニスコートなどのある奥武山運動

公園があり、医療機関や介護施設のほか那覇市中心部（市役所、県庁）などへの交通アクセスにも恵まれた環境

で、勤労者にとって安らぎを得やすい地域ともいえる。 

セキュリティ対策が進んだ分譲マンションや賃貸住宅などが増え、若い世帯・小学生など増加している一方で、

古いｱﾊﾟー ﾄや古い貸家には高齢者が目立ち、老朽化した戸建ての住宅が増え、近所付き合いも疎遠になっている。

戦前からの農業、畜産の名残りが色濃く旧暦の行事が盛んに行われている。（旗頭、綱引き、ウマチー） 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎各小学校における朝のあいさつ運動・立哨活動。、学校生活と学校を取り巻く環境・情報交換を行いながら、 

日々児童の見守りを行っている。 

◎まちづくり協議会へ参加し、地域の実情や学校行事等の情報交換を行い地域の活性化に努めている。 

◎高齢者の「ヤーグマイ」（閉じこもり）を無くすために実施されている「サロン」や「ふれあいデイ」の活動に

も参加して活動している。地域ふれあいデイサービス３カ所に関わり高齢者の現状把握に携わっている 

◎地域の懇談会に参加し、民生委員・児童委員の担い手についての情報交換を行っている。(欠員対策) 

◎那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り交流事業を複数回にわけて開催。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌（特別号）を全戸配布。 

各委員が担当区域について約３５０世帯へ配付を行い、 

地域住民に公的な支援内容のご紹介をしている。 

広報誌配布は委員自身も、担当区域を改めて 

認識出来た活動である。 

◎令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOMの 

利用方法(初心者編)研修会の参加。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．コロナに負けない民生委員児童委員活動を追求しよう 

２．安心のまちづくり活動を推進しよう 

３．欠員対策の強化 
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令和４年９月１日現在

市町村名 那覇市 単位民児協名 小禄第二民生委員児童委員協議会 

会 長 名 我如古 エイ代 副 会 長 名 波平 剛、杉田 葉子 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城3-5-4  那覇市総合福祉センター ２Ｆ 

TEL ０９８-８５８-５１６６     FAX ０９８-８５８-５１６９

地区人口 ２９，７０６人 地区世帯数 １３，８０１世帯 高齢化率 ２１％ 

小学校数 ３ 中学校数 ３ 幼稚園数 ０ こども園数 ５ 保育所数 １６ 

民生委員・児童委員定数 ２８名 主任児童委員定数 ３名 

部 会 ・ 委 員 会 
総務企画部会 地域福祉部会 児童福祉部会 

会部報広

民 児 協 規 約 有 ・ 無  ・  その他（ 部会規定、互助会運営規定 ）

民児協定例会開催案内日時 開催日 毎月第２木曜日 ： 時間帯（ 午後２時 ） 

【地域の状況】 

 春には巨人軍がキャンプを張り、大賑わいする野球場と武道館や弓道場、テニスコートなどのある奥武山運動

公園があり、医療機関や介護施設のほか那覇市中心部（市役所、県庁）などへの交通アクセスにも恵まれた環境

で、勤労者にとって安らぎを得やすい地域ともいえる。 

セキュリティ対策が進んだ分譲マンションや賃貸住宅などが増え、若い世帯・小学生など増加している一方で、

古いｱﾊﾟー ﾄや古い貸家には高齢者が目立ち、老朽化した戸建ての住宅が増え、近所付き合いも疎遠になっている。

戦前からの農業、畜産の名残りが色濃く旧暦の行事が盛んに行われている。（旗頭、綱引き、ウマチー） 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎各小学校における朝のあいさつ運動・立哨活動。、学校生活と学校を取り巻く環境・情報交換を行いながら、 

日々児童の見守りを行っている。 

◎まちづくり協議会へ参加し、地域の実情や学校行事等の情報交換を行い地域の活性化に努めている。 

◎高齢者の「ヤーグマイ」（閉じこもり）を無くすために実施されている「サロン」や「ふれあいデイ」の活動に

も参加して活動している。地域ふれあいデイサービス３カ所に関わり高齢者の現状把握に携わっている 

◎地域の懇談会に参加し、民生委員・児童委員の担い手についての情報交換を行っている。(欠員対策) 

◎那覇市社会福祉協議会の協力を得て、地域見守り交流事業を複数回にわけて開催。 

◎那覇市民生委員児童委員広報誌（特別号）を全戸配布。 

各委員が担当区域について約３５０世帯へ配付を行い、 

地域住民に公的な支援内容のご紹介をしている。 

広報誌配布は委員自身も、担当区域を改めて 

認識出来た活動である。 

◎令和４年度より、デジタル化に向けての研修開始 

端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOMの 

利用方法(初心者編)研修会の参加。

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．コロナに負けない民生委員児童委員活動を追求しよう 

２．安心のまちづくり活動を推進しよう 

３．欠員対策の強化 

市町村名 那覇市 単位民児協名 小禄第三民生委員児童委員協議会 

会 長 名 髙良 奈美子 副 会 長 名 新崎 勲、新垣 春江 

連 絡 先 

〒 901-0155 

那覇市金城 3-5-4 那覇市総合福祉センター ２階 

ＴＥＬ 098-858-5166      FAX 098-858-5169 

地区人口 １９，９６４人 地区世帯数 ９，６６１世帯 高齢化率 １７．６％ 

小学校数 ２ 中学校数 ２ 幼稚園数 ０ こども園数 ５ 保育所数 １０ 

民生委員・児童委員定数  ２６名 主任児童委員定数 ２名 

部会・委員会 
企画部会 地域福祉部会 児童福祉部会 

会部報広

民 児 協 規 約  有 ・ 無 ・ その他（ 互助会規程 ） 

民児協定例会開催日時 開催日  毎月第２火曜日 ： 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 

【地域の状況】 

 沖縄の空の玄関那覇空港があり、大型スーパー等の商業施設をはじめ、福祉施設や、小・中・高校と教育や

生活においても充実しており活気のある地域です。反面、都市開発やマンション、賃貸住宅が増える中で昔な

がらの地域のつながりが希薄化し、家庭・地域力の弱さも否めません。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】 

◎高齢者の居場所づくりとして、ふれあいデイサービス(月２回)、地域見守り交流事業(ふれあい昼食会)を実施

しています。デイサービスに来られなかった高齢者がいると、まずは担当の委員がお電話で安否確認を行う事

にしております。地域見守り交流事業では、お弁当を１４０個準備し、担当委員が高齢者宅へ伺い、お顔をみて

お届けしております。新型コロナワクチンの接種については、予約に困っている高齢者が多く、代わりに予約を

行うなど、その状況にあった支援が何か出来ないかを皆で考えて活動しています。 

◎小学校における朝のあいさつ運動は、児童部会と主任児童委員を中心とし毎朝の立哨活動を継続事業とし

て取り組んでいます。今年度からは、雨の日のサポートとして小学校一年生の児童が登校した際には、カッパ

や水筒、ランドセルを下すお手伝いを始め、全員の体温測定や健康チェックを行う担任の先生と同じ場所で児

童の見守り活動が出来ております。地域での不審者情報も多く、下校時間の見守りも行っています。 

◎児童、保護者、地域包括支援センター、自治会から１００名余りの方が参加してグラウンドゴルフを開催。 

◎令和４年度 デジタル化に向けての研修開始 端末基本操作、スマートフォンやタブレットでの ZOOM の利用方法

(初心者編)を学ぶ。

◎欠員対策として、地域にある自治会に 

役員で伺って民生委員募集のお願いを 

しています。  

◎行政、社協、包括支援センターへの協力。 

◎飲食店が主体で行う、子供たちへの 

お弁当支援活動に協力。 

【単位民児協版 活動強化方策】 

１．関係機関団体との連携と福祉活動の拡充を図る 

２．各部会活動の強化 

３．民生委員児童委員欠員補充対策 

令和４年９月１日現在 
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